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62　　　　　　　現場から
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン　
ス
タ
ー
ト
か
ら
現
在
ま
で　
　
　
　
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
実
行
委
員
会　
事
務
局
長　
　
飯
塚　
優
子
「
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
」
は
、
第
一
回
が
二
〇
一
二
年
一
月
～
二
月
。
以
降
、
年
に
二
回
開
催
し
、
今
年
二
〇
一
五
年
一
月
～
二
月
の
「
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
2
0
1
5
‐
冬
」
で
第
七
回
を
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
催
し
の
特
徴
は
、
一
．
冬
と
夏
、
各
一
ヶ
月
間
（
四
週
間
土
曜
か
ら
土
曜
ま
で
二
九
日
間
）
毎
日
演
劇
公
演
を
行
う
。
二
．
八
日
間
以
上
、
八
～
一
〇
ス
テ
ー
ジ
程
度
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
行
う
。
三
．
過
去
に
札
幌
で
上
演
し
て
好
評
を
博
し
、
評
価
の
高
か
っ
た
作
品
の
再
演
で
あ
る
こ
と
。
一
回
の
シ
ー
ズ
ン
で
お
お
む
ね
五
作
品
を
選
定
し
て
上
演
し
ま
す
。　
演
劇
シ
ー
ズ
ン
が
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
を
設
け
て
い
る
目
的
は
ふ
た
つ
で
す
。
ま
ず
第
一
に
、
観
る
人
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
観
劇
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
な
観
客
を
発
掘
し
、
観
劇
人
口
を
増
や
し
ま
す
。
過
去
か
ら
現
在
、
地
方
都
市
に
お
け
る
演
劇
公
演
の
ほ
と
ん
ど
は
、
演
じ
る
側
の
仕
事
が
オ
フ
と
な
る
週
末
の
三
～
五
公
演
程
度
に
限
ら
れ
、
観
客
は
友
人
、
知
人
、
仲
間
と
い
っ
た
人
た
ち
が
多
い
の
で
、
は
た
か
ら
見
る
と
、
演
劇
は
仲
間
内
で
や
っ
て
い
る
、
愛
好
者
だ
け
の
も
の
、
と
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
す
。
映
像
や
音
楽
の
よ
う
に
D
V
D
や
C
D
で
普
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
印
象
が
ま
す
ま
す
強
い
の
で
す
。
作
品
の
内
容
が
良
け
れ
ば
口
コ
ミ
で
評
判
が
広
が
り
ま
す
が
、
評
判
が
広
が
っ
た
時
に
は
す
で
に
公
演
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
超
え
、
観
る
人
が
曜
日
や
時
間
帯
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
地
元
で
生
ま
れ
評
価
の
定
ま
っ
た
貴
重
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
を
繰
り
返
し
観
る
こ
と
が
で
き
る
一
ヵ
月
間
を
、
札
幌
と
い
う
都
市
の
魅
力
の
一
つ
に
育
て
た
い
の
で
す
。
ま
た
第
二
に
、
演
劇
を
創
る
人
に
と
っ
て
、
演
劇
シ
ー
ズ
ン
は
、
作
品
の
質
を
高
め
る
研
さ
ん
の
場
と
な
り
、
飛
躍
の
目
標
と
な
り
ま
す
。
毎
日
毎
日
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
、
俳
優
と
し
て
の
力
量
を
獲
得
す
る
得
が
た
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
新
た
な
観
客
と
の
出
会
い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
観
る
人
が
演
劇
を
身
近
に
感
じ
、
創
る
人
が
演
劇
の
大
き
な
可
能
性
に
気
付
き
、
双
方
が
演
劇
の
素
晴
ら
し
さ
を
共
有
し
た
と
映
像
と
パ
ン
ク
な
音
楽
が
効
果
的
な
魅
力
的
な
作
品
で
し
た
。
以
上
、
T
G
R
2
0
1
4
札
幌
劇
場
祭
を
概
観
し
ま
し
た
が
、
他
に
も
盛
岡
市
の
劇
団
赤
い
風
「
蛾
と
笹
舟
」、
韓
国
の
若
手
劇
団
可
変「
王
女
メ
デ
ィ
ア
―
無
残
な
メ
デ
ィ
ア
の
死
」、札
幌
座「
禿
の
女
歌
手
」
等
、
心
に
残
る
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
更
に
進
化
さ
せ
て
、
一
〇
年
目
の
T
G
R
2
0
1
5
へ
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
［
編
集
者
注
：
大
賞
「
ア
イ
ラ
ン
ド
」
の
写
真
は
六
五
頁
掲
載
］
63 　現場から
き
、
札
幌
の
演
劇
は
よ
り
多
く
の
市
民
の
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
演
劇
シ
ー
ズ
ン
は
そ
の
た
め
の
場
で
す
。
さ
て
「
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
」
は
、「
演
劇
創
造
都
市
札
幌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
提
案
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
団
体
は
、
札
幌
の
演
劇
の
未
来
を
考
え
る
有
志
に
よ
っ
て
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
年
間
行
わ
れ
た
勉
強
会
の
成
果
を
ま
と
め
、
二
〇
一
二
年
「
一
〇
〇
人
の
演
劇
人
が
活
躍
す
る
街
を
め
ざ
し
て
」
を
標
語
に
掲
げ
た
提
言
と
構
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。
札
幌
で
は
現
在
、
八
〇
と
も
一
〇
〇
と
も
い
わ
れ
る
劇
団
・
創
造
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
か
ら
、
俳
優
、
演
出
家
、
劇
作
家
、
舞
台
美
術
・
装
置
、
音
響
・
照
明
、
そ
の
他
様
々
な
分
野
を
合
わ
せ
れ
ば
一
〇
〇
人
と
言
わ
ず
数
百
人
が
演
劇
に
携
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
こ
こ
で
言
う
「
一
〇
〇
人
の
演
劇
人
」
と
い
う
の
は
、
専
門
職
と
し
て
、
演
劇
を
仕
事
に
で
き
る
演
劇
人
の
こ
と
で
す
。
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
や
コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
選
手
た
ち
の
よ
う
に
、
札
響
の
演
奏
家
の
よ
う
に
、
こ
の
街
で
俳
優
や
演
出
家
と
し
て
生
き
て
い
け
る
人
を
つ
く
り
た
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
提
案
の
一
つ
が
、
欧
米
の
演
劇
シ
ー
ズ
ン
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
「
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
」
で
す
。
欧
米
の
劇
場
で
は
、
多
く
は
秋
に
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
て
春
ま
で
、
古
典
、
新
作
、
前
衛
劇
、
児
童
劇
な
ど
様
々
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
が
毎
日
上
演
さ
れ
ま
す
。
札
幌
の
演
劇
シ
ー
ズ
ン
は
、
今
の
と
こ
ろ
冬
と
夏
に
各
一
カ
月
ず
つ
で
す
が
、
や
が
て
は
二
カ
月
、
三
カ
月
と
拡
が
っ
て
、
全
国
で
も
例
の
な
い
演
劇
の
街
に
な
り
、
そ
れ
が
札
幌
市
民
の
元
気
の
素
に
な
り
、
観
光
客
も
そ
れ
を
楽
し
み
に
札
幌
に
滞
在
し
、
そ
し
て
地
元
札
幌
や
北
海
道
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
、
志
を
持
っ
た
人
た
ち
が
札
幌
で
創
造
活
動
を
す
る
た
め
に
集
ま
っ
て
く
る
・
・
・
そ
ん
な
夢
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
描
い
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
の
第
一
回
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
は
、
財
団
法
人
北
海
道
演
劇
財
団
と
N
P
O
法
人
コ
ン
カ
リ
ー
ニ
ョ
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
、
過
去
に
例
の
な
い
、
あ
る
意
味
無
謀
な
ロ
ン
グ
ラ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
第
二
回
の
平
成
二
四
年
度
（
二
〇
一
二
年
度
）
か
ら
は
札
幌
市
の
補
助
が
ス
タ
ー
ト
し
、
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
り
ま
し
た
。
印
刷
物
（
公
式
ガ
イ
ド
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
活
用
し
た
幅
広
い
広
報
活
動
に
よ
っ
て
、
市
民
の
目
が
演
劇
に
向
け
ら
劇団イナダ組
「このくらいの Langit」
劇団 TPS（現札幌座）
「亀、もしくは・・・」
第 1回札幌演劇シーズン
上演作品
64　　　　　　　現場から
北
海
道
演
劇
財
団
の
二
〇
一
四
年
の
活
動
北
海
道
演
劇
財
団
専
務
理
事
／
演
劇
創
造
都
市
札
幌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
長　
平
田
修
二
ン
の
劇
団
が
、
二
〇
一
五
年
に
韓
国
語
で
公
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
ソ
ウ
ル
の
劇
団
は
、
一
ヶ
月
連
続
公
演
で
そ
の
成
果
が
楽
し
み
だ
。
	
「
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
二
〇
一
四
‐
夏
』
に
は
、『
秋
の
ソ
ナ
チ
ネ
』（
斎
藤
歩
演
出
）
を
公
演
。
土
田
英
順
の
久
し
ぶ
り
の
俳
優
ぶ
り
、
斎
藤
作
曲
の
チ
ェ
ロ
演
奏
を
堪
能
し
た
。
八
、九
月
に
は
、『
瀕
死
の
王
さ
ま
』（
斎
藤
歩
演
出
）
で
、東
京
、道
内
の
ツ
ア
ー
。
東
京
公
演
で
の
評
論
家
の
評
価
は
高
く
、
世
界
三
大
札
幌
座
の
活
動
札
幌
座
は
、
二
〇
一
二
年
に
大
き
な
機
構
改
革
を
行
い
、
専
属
座
員
以
外
の
多
く
の
演
劇
人
と
協
働
し
た
活
動
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
成
果
が
出
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
四
年
の
公
演
数
は
六
作
品
。「札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
2
0
1
4
‐
冬
」
で
は
、『
ダ
ニ
ー
と
紺
碧
の
海
』
橋
口
幸
絵
演
出
）、『
西
線
11
条
の
ア
リ
ア
』（
斎
藤
歩
演
出
）
を
公
演
。『
西
線
…
』
は
、札
幌
市
長
の
希
望
も
あ
っ
て
、
初
め
て
教
文
小
ホ
ー
ル
と
い
う
中
ホ
ー
ル
で
一
週
間
公
演
を
行
っ
た
。
ど
の
日
も
盛
況
で
あ
っ
た
が
、
特
に
最
終
日
は
当
日
券
の
お
客
さ
ん
が
殺
到
し
、
何
人
も
の
お
客
さ
ん
に
お
帰
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
札
幌
座
と
し
て
も
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
と
し
て
も
新
た
な
広
が
り
を
作
る
こ
と
が
出
来
た
。
六
月
に
は
、
韓
国
で
二
年
連
続
の
『
亀
、
も
し
く
は
…
。』（
斎
藤
歩
演
出
）公
演
。
こ
の
作
品
の
評
価
は
高
く
、ソ
ウ
ル
と
テ
ジ
ョ
札幌座公演『西線 11条のアリア』	
札幌市教育文化会館小ホールで 8回公演、
最終日は入れない人が相当数に。	
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、毎
回
H
P
に
掲
載
さ
れ
る
「
ゲ
キ
カ
ン
」
は
人
気
の
的
。
初
日
を
観
た
複
数
の
筆
者
（
T
V
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
映
画
監
督
、
ラ
イ
タ
ー
、
領
事
館
職
員
、
等
な
ど
。
さ
ら
に
今
回
か
ら
は
高
校
生
も
）
が
、
い
ち
は
や
く
感
想
を
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
観
る
前
に
読
む
か
、
読
む
前
に
観
る
か
、
読
ん
で
か
ら
も
う
一
度
観
る
か
、
演
劇
シ
ー
ズ
ン
の
楽
し
み
が
何
倍
に
も
ふ
く
ら
み
ま
す
。
現
在
ま
で
に
七
回
を
終
了
し
、
一
年
先
の
二
〇
一
六
‐
冬
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の
作
品
選
定
を
終
え
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
夏
に
は
第
一
〇
回
を
迎
え
ま
す
。
演
劇
シ
ー
ズ
ン
が
、
世
代
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
催
し
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
様
々
な
工
夫
や
改
革
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
